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神奈川のこくほ・かいご●かながわ TOP 紹介 1

本
市
は
、
東
京
か
ら
南
西
へ
40
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
圏
内
、
横
浜
か
ら
西
へ
約
20
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
神
奈
川
県

の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

市
域
は
、
中
央
部
を
南
北
に
縦
断
す
る

座
間
丘
陵
を
境
と
し
て
、
東
部
に
は
相
模

原
台
地
が
、
西
部
に
は
相
模
川
に
沿
っ
た

沖
積
低
地
が
広
が
り
、
起
伏
に
富
ん
だ
地

形
を
構
成
し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
４
月
に
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た

「
第
四
次
座
間
市
総
合
計
画
」
で
す
が
、
着

実
に
実
施
計
画
事
業
を
推
し
進
め
、
私
が

就
任
以
来
、
不
退
転
の
決
意
で
対
応
し
て

き
た
キ
ャ
ン
プ
座
間
の
一
部
、
５
･４
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
返
還
が
、
平
成
28
年
２
月
に
な

さ
れ
、
同
年
４
月
１
日
に
は
早
々
に
座
間

総
合
病
院
の
開
院
も
実
現
し
ま
し
た
。

ま
た
、平
成
29
年
４
月
１
日
に
は
、芹
沢

公
園
が
全
園
開
園
し
、
連
日
多
く
の
皆
様

が
来
園
さ
れ
新
た
な
に
ぎ
わ
い
の
場
を
形

成
し
て
い
ま
す
。

更
に
、平
成
30
年
２
月
に
は
、市
民
の
安

心
・
安
全
な
ま
ち
つ
く
り
の
拠
点
と
な
る

新
消
防
庁
舎
が
完
成
す
る
な
ど
、
一
定
の

成
果
を
得
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
社
会
の
変
化
に
は
激

し
い
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
に
適
時
的
確
に

対
応
す
る
べ
く
、
危
機
管
理
と
防
災
減
災

対
応
力
の
強
化
、
将
来
を
見
据
え
て
の
少

子
化
対
策
、シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、シ

テ
ィ
ー
セ
ー
ル
ス
の
強
化
と
い
う
三
つ
の

政
策
の
柱
を
計
画
の
中
間
見
直
し
で
新
た

に
加
え
、
計
画
の
終
了
年
次
ま
で
の
３
年

間
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
さ
ら
に
力
を
そ

そ
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、国
民
健
康
保
険
は
、我
が
国
の
社

会
保
障
制
度
と
し
て
、
国
民
皆
保
険
制
度

を
支
え
る
重
要
な
健
康
保
険
制
度
で
す

が
、
市
町
村
国
保
が
抱
え
る
構
造
的
な
課

題
、
被
保
険
者
の
減
少
な
ど
に
伴
う
保
険

税
収
入
の
減
少
や
医
療
技
術
の
高
度
化
、

疾
病
構
造
の
変
化
な
ど
か
ら
一
人
当
た
り

医
療
費
は
増
加
傾
向
が
続
き
、
国
民
健
康

保
険
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
、

国
保
財
政
の
不
均
衡
の
改
善
が
こ
れ
ま
で

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、国
は
、平
成
30

年
度
に
国
保
の
財
政
運
営
な
ど
を
都
道
府

県
単
位
化
に
す
る
と
い
う
「
医
療
制
度
改

革
関
連
法
案
」
を
平
成
27
年
５
月
に
可
決

し
ま
し
た
。

本
市
は
、保
険
者
と
し
て
、こ
の
よ
う
な

国
保
制
度
発
足
以
来
の
大
き
な
転
換
期
に

お
け
る
責
務
を
十
分
に
認
識
し
、
国
保
財

政
の
更
な
る
健
全
化
に
向
け
て
様
々
な
対

策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。

平
成
27
年
12
月
に
は
「
第
２
期
座
間
市

国
民
健
康
保
険
事
業
財
政
健
全
化
計
画
」

を
策
定
し
、
重
点
施
策
の
取
り
組
み
と
し

て
、
保
険
税
の
適
正
賦
課
の
た
め
の
税
率

改
正
や
収
納
向
上
対
策
の
強
化
を
行
う
と

と
も
に
、
被
保
険
者
が
減
少
傾
向
に
あ
っ

て
も
、
医
療
技
術
の
高
度
化
な
ど
に
伴
い
、

増
え
続
け
る
医
療
費
の
適
正
化
や
保
健
事

業
の
推
進
な
ど
、
更
な
る
国
保
財
政
の
健

全
化
に
向
け
て
、
各
種
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
30
年
度
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
の

都
道
府
県
単
位
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
県
内
33
市
町
村
ご
と
の
思
い
を

込
め
た
政
策
体
系
が
あ
っ
た
な
か
、
こ
れ

に
つ
い
て
も
す
り
合
わ
せ
を
し
て
い
く
、

ま
た
足
並
み
を
揃
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
と
も
に
、
都
道
府
県
単
位
化
に
向
け
て

平
準
化
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

抜
本
的
な
国
保
の
制
度
改
革
、
国
を
挙

げ
て
の
考
え
方
と
い
う
も
の
に
則
り
な
が

ら
、
市
に
預
け
ら
れ
た
部
分
に
つ
い
て
の

国
民
健
康
保
険
の
事
業
に
し
っ
か
り
取
り

組
み
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
制
度

の
維
持
・
運
営
に
今
後
と
も
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

かながわ
紹介TOP

と
も
に
織
り
な
す
　
活
力
と
個
性

き
ら
め
く
ま
ち
　
座
間
市

座間市長　遠藤三紀夫
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■表紙の説明

町立湯河原美術館　平松礼二／見えるアトリエ

平成29年10月、町立湯河原美術館に「見えるアトリエ」が
オープンしました。このアトリエは、町が国の地方創生拠点整備
交付金を活用して美術館内に整備したもので、15年ほど前から
湯河原に関わりを持つ現代日本画家・平松礼二画伯が画業の集
大成として「湯河原十景」を制作・公開しています。
アトリエでは、制作途中の作品や実際に使用されている画材を
見学できるほか、月数回平松画伯によるアトリエ案内なども実施
しています。
展示室では、平松作品や竹内栖鳳、安井曾太郎など、湯河原を
愛した画家たちの作品も観覧することができます。

〈施設概要〉
住　　所：神奈川県足柄下郡湯河原町宮上 623－1
電　　話：0465‐63‐7788
開館時間：9：00～16：30（入館は 16：00まで）

※アトリエは 9：30～15：30
休 館 日：水曜日（休日の場合は開館）、年末（12/28～31）

展示替え期間
観 覧 料：大人 600円、小・中学生 300円

※団体割引等あり
〈アクセス〉
●電車・バスご利用の場合

JR東海道本線「湯河原駅」下車→不動滝行または奥湯河
原行のバスで約12分→バス停「美術館前」下車　

●車の場合（東京方面から）
西湘バイパス「石橋インター」を降り、国道135号線を伊豆方面
へ約20分、「湯河原駅入口」交差点を右折し道なりに約10分
※駐車場：15台（入館者は無料）
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神奈川のこくほ・かいご●保険者紹介コーナー 3

湯河原町　概　要 （平成 30年４月１日現在）

■人　口：25,323 人（男 11,881 人、女 13,442 人）
■世帯数：12,795 世帯
■面　積：40.97k㎡
■町の花：みかん
■町の鳥：めじろ
■町の木：椿、桜

町立湯河原美術館
ミュージアムカフェ「and garden」
●足湯施設あり
平成30年３月24日（土）　オープン

湯河原町
★



神奈川のこくほ・かいご●保険者紹介コーナー4

■
国
保
の
概
要
と
実
施
体
制

本
町
の
被
保
険
者
数
及
び
世
帯
数
は
、

平
成
30
年
３
月
末
現
在
で
、
７
３
９
８
人
、

４
８
０
０
世
帯
で
、
加
入
率
は
そ
れ
ぞ
れ

29
･２
％
、37
･５
％
と
な
っ
て
お
り
、県
内

で
も
国
保
へ
の
加
入
率
が
高
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

住
民
課
で
は
、国
民
健
康
保
険
、後
期
高
齢

者
医
療
保
険
、
保
健
事
業
及
び
国
民
年
金
な

ど
の
業
務
を
行
う
保
険
年
金
係
３
人
と
戸

籍
、住
民
票
、印
鑑
登
録
証
明
、個
人
番
号
カ

ー
ド
の
発
行
な
ど
を
行
う
戸
籍
住
民
係
の
３

人
で
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。な
お
、戸
籍
住

民
窓
口
で
は
、
昨
年
11
月
か
ら
窓
口
業
務
の

民
間
委
託
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

■
保
険
財
政
の
状
況

平
成
30
年
度
の
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
の
予
算
は
、
37
億
８
７
０
０
万
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
て
５
億
２
３
０
０
万

円
、12
･１
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。今
年

度
か
ら
新
た
な
国
保
制
度
に
よ
る
運
営
、

被
保
険
者
数
や
保
険
給
付
費
の
減
少
傾
向

に
伴
い
予
算
総
額
も
縮
小
し
て
お
り
、
保

険
料（
率
）に
お
い
て
も
収
納
率
の
向
上
が

図
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
引
き
下
げ
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

段
階
的
に
保
険
料
の
資
産
割
を
所
得
割
に

移
行
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
今
年
度
の
保

険
料
か
ら
資
産
割
を
廃
止
し
ま
す
。

新
た
な
国
保
制
度
に
よ
る
主
な
歳
出
予
算

の
構
成
比
は
、
総
務
費
１
･29
％
、
保
険
給
付

費
67
･33
％
、国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金

24
･58
％
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
社
会
の
中
で
、
被
保
険
者
数

の
減
少
、
低
所
得
者
や
高
齢
者
の
加
入
割
合

が
高
い
こ
と
な
ど
構
造
的
な
問
題
を
抱
え
る

一
方
、
高
度
医
療
の
進
展
等
に
よ
り
一
人
当

た
り
の
医
療
費
の
伸
び
は
依
然
と
し
て
増
加

す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
被
保
険
者
の

健
康
保
持
及
び
増
進
を
図
る
と
と
も
に
、
医

療
費
の
適
正
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

■
徴
収
の
一
元
化

本
町
の
平
成
28
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料

の
収
納
率
は
、現
年
度
分
が
92
･19
％
で
前
年

度
比
０
･59
ポ
イ
ン
ト
の
増
、滞
納
繰
越
分
が

17
･14
％
で
前
年
度
比
０
･53
ポ
イ
ン
ト
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

収
納
率
の
向
上
対
策
と
し
て
は
、
滞
納
情

報
の
確
保
や
効
率
的
な
徴
収
業
務
を
図
る
た

め
、
平
成
22
年
度
か
ら
徴
収
窓
口
を
一
元
化

し
、町
税
を
は
じ
め
、国
保
・
介
護
・
後
期
の

保
険
料
、水
道
・
温
泉
・
下
水
道
の
使
用
料
、

保
育
園
保
育
料
の
８
科
目
に
つ
い
て
、
徴
収

対
策
課
で
滞
納
処
分
な
ど
の
徴
収
確
保
を
行

っ
て
い
ま
す
。ま
た
、従
来
か
ら
行
わ
れ
て
き

た
口
座
振
替
の
勧
奨
に
加
え
、
平
成
27
年
度

●

住
　
民
　
課
　
●

町の概要／湯河原町は、神奈川県の西南端に位置
し、横浜から約60㎞、東京から約90㎞の距離にあ
り、町の北東部は小田原市、北西部は箱根町、東部
は真鶴町、南西部は静岡県熱海市、西部は静岡県函
南町に接しています。
町域の面積は、40.97㎢を有し、3方を箱根外輪

山や伊豆・熱海の山々に囲まれた急峻な山地、南郷
山の山腹からの比較的ゆるやかな丘陵地、相模灘

に向かって流れる千歳川と新崎川の流域の平坦
地、真鶴半島・伊豆諸島に囲まれた波静かな海岸な
どから形成されています。
千歳川上流の藤木川流域には温泉が湧き出し、

県立奥湯河原自然公園や富士箱根伊豆国立公園に
含まれる緑豊かな山々に囲まれた閑静な温泉保養
地です。黒潮の影響を受け、冬暖かく、夏は比較的
涼しい、１年を通じて温暖な気候となっています。

住民課 チャレンジデー
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か
ら
は
コ
ン
ビ
ニ
収
納
及
び
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
決
済
を
導
入
し
、被
保
険
者
が
い
つ
、ど

こ
で
も
保
険
料
を
納
付
が
で
き
る
環
境
の
整

備
も
行
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
収
納
率
も
向

上
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

■
特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
向
上
の
た
め
に

平
成
28
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率
（
法
定

報
告
）は
23
･１
％
、前
年
度
比
０
･１
ポ
イ
ン

ト
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
受
診
率
を
向
上
さ

せ
る
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
平
成
30
年

度
は
身
近
な
か
か
り
つ
け
医
で
受
診
が
で
き

る
施
設
健
診
を
前
年
度
よ
り
１
箇
月
増
や

し
、
６
月
か
ら
９
月
ま
で
の
４
箇
月
間
実
施

し
ま
す
。併
せ
て
、前
年
度
に
引
き
続
き
、受

診
率
が
低
い
40
歳
代
・
50
歳
代
の
方
を
対
象

に
が
ん
検
診
と
同
時
に
実
施
で
き
る
よ
う
、

７
月
の
日
曜
日
に
２
日
間
集
団
健
診
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
に
対
し
、

電
話
勧
奨
や
文
書
に
よ
る
お
知
ら
せ
を
行

い
、
受
診
率
の
さ
ら
な
る
向
上
に
努
め
て

い
ま
す
。

■
介
護
保
険
の
状
況

本
町
の
介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者
数

は
９
８
６
５
人
、
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者

数
は
１
５
３
５
人
で
、
居
宅
介
護
（
介
護
予

防
）
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
数
は
９
５
５
人
、
地

域
密
着
型
（
介
護
予
防
）
サ
ー
ビ
ス
受
給
者

数
は
１
３
０
人
、
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
受
給

者
数
は
２
１
０
人
で
す
。（
平
成
30
年
３
月

分
介
護
保
険
事
業
状
況
報
告
数
値
）

本
町
の
地
域
性
や
介
護
予
防
事
業
の
一
定

の
効
果
の
表
れ
と
し
て
、
第
１
号
被
保
険
者

の
う
ち
の
要
介
護
・
要
支
援
認
定
率
は
、
全

国
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
高

齢
化
率
は
39
･４
％（
平
成
30
年
４
月
１
日
現

在
）
で
国
の
数
値
よ
り
高
い
水
準
で
推
移
し

て
い
ま
す
。

今
後
、
高
齢
者
の
増
加
に
伴
う
認
定
者
数

や
平
成
30
年
度
の
介
護
給
付
費
の
さ
ら
な
る

増
加
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、「
高
齢
者
が
安
心

と
生
き
が
い
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」

の
実
現
を
目
指
し
、
高
齢
者
の
保
健
・
福
祉

の
さ
ら
な
る
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
介
護

予
防
、
自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
の
推
進
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

介
護
課
は
、「
地
域
包
括
支
援
係
」
と
し
て

直
営
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
ま
た
、「
介
護
保
険
係
」
と
「
介
護
予
防

係
」の
３
つ
の
係
か
ら
な
り
、職
員
９
名
、介

護
認
定
調
査
員
５
名
、
非
常
勤
職
員
３
名
の

職
員
体
制
で
行
っ
て
い
ま
す
。

■
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
、

推
進
に
向
け
て

可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い

●

介
　
護
　
課
　
●

湯河原町庁舎 足湯施設「独歩の湯」 日帰り温泉施設「こごめの湯」

♨ 温泉につかって、心も体もリフレッシュ

湯河原●●●●
●●やっさまつり

「やっさ、もっさ」のかけ声と共に老若男女が町を踊り歩く
湯河原温泉の夏の一大イベント「湯河原やっさまつり」。踊り
はもちろん神輿や花車も登場する「やっさ踊りパレード」が行
われ、海上花火大会がまつりに花を添えます。今年も海上花火
大会は３回開催される目玉イベントです。

保険者

自　慢
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て
、
安
心
し
た
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
を
可

能
に
す
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
介
護
、
予
防
、
医
療
、
生
活
支
援
、
住
ま
い

の
サ
ー
ビ
ス
が
切
れ
目
な
く
、
一
体
的
に
提

供
さ
れ
る「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」の
深

化
、
推
進
に
向
け
て
、
地
域
の
支
援
者
や
医

療
・
介
護
・
福
祉
の
関
係
団
体
な
ど
多
職
種

を
交
え
、個
別
課
題
の
解
決
、地
域
課
題
の
発

見
等
の
機
能
を
有
す
る「
地
域
ケ
ア
会
議
」を

主
軸
と
し
、在
宅
医
療
・
介
護
の
連
携
、認
知

症
施
策
の
推
進
、
生
活
支
援
体
制
の
整
備
を

推
進
し
、高
齢
者
個
人
に
対
す
る
支
援
、高
齢

者
を
地
域
全
体
で
支
え
る
社
会
基
盤
の
整
備

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

■
健
康
づ
く
り
と
介
護
予
防
の
推
進

全
て
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
て
、
要
支

援
・
要
介
護
状
態
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て

も
高
齢
者
が
持
つ
能
力
を
維
持
・
向
上
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
運
動
器
の
機
能
向

上
、
転
倒
・
骨
折
予
防
、
も
の
忘
れ
の
防
止
、

口
腔
機
能
の
向
上
、栄
養
改
善
等
、１
年
を
通

じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
介
護
予
防
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
会
館
に
お
い
て
自
宅
の
居
間

で
く
つ
ろ
ぐ
よ
う
な
雰
囲
気
の
中
、
一
日
を

過
ご
す
憩
い
の
場
「
グ
ル
ー
プ
リ
ビ
ン
グ
ほ

の
ぼ
の
」、
生
き
が
い
・
仲
間
づ
く
り
を
目

的
と
し
た「
布
ぞ
う
り
教
室
」、生
活
習
慣
病

や
転
倒
・
骨
折
予
防
を
目
的
と
し
た
「
公
園

体
操
・
体
育
館
体
操
」
等
を
開
催
し
、
そ
の

事
業
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
介
護
予
防

サ
ポ
ー
タ
ー
等
）の
育
成
・
支
援
を
併
せ
て

行
い
、
サ
ポ
ー
タ
ー
自
身
が
生
き
生
き
と
活

動
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

■
「
フ
レ
イ
ル
予
防
事
業
」

（
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
）

本
町
で
は
、
高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱

化
）
の
兆
候
を
早
期
に
発
見
し
、
身
体
機
能
、

栄
養
状
態
、社
会
性
等
の
維
持
・
改
善
、介
護

予
防
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
る
フ
レ
イ
ル

予
防（
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
）教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
一
緒
に
行

い
、
健
康
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
す

る
フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
、
平
成

29
年
度
に
神
奈
川
県
に
よ
る
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
実
施
し
た
も
の
で
、
介
護
予
防
の
先
進

的
な
取
り
組
み
の
１
つ
と
し
て
平
成
30
年
度

か
ら
も
町
事
業
と
し
て
実
施
し
ま
す
。　

今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
介
護
予
防
施
策
に

よ
り
多
く
の
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気

で
、
生
き
が
い
を
持
っ
た
日
常
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、ま
た
、一
人
で
も
多
く

の
方
に
介
護
予
防
の
意
識
を
普
及
、
向
上
さ

せ
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

●湯河原町ホームページアドレス
http://www.town.yugawara.kanagawa.jp/

●（国保）住民課　保険年金係
TEL 0465-63-2111
FAX 0465-63-2384

●（介護）介護課　介護保険係、地域包括支援係、介護予防係
TEL 0465-63-2111
FAX 0465-63-2384

国保･介護
の

連絡先

介護課 フレイル予防（フレイルチェック）教室
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葉
山
町
は
三
浦
半
島
の
西
北
部
に
位
置

し
、
北
は
逗
子
市
、
東
部
南
部
は
横
須
賀

市
、
西
は
相
模
湾
に
面
し
た
町
で
す
。
葉
山

の
海
岸
は
日
本
の
渚
百
選
に
も
選
ば
れ
た

南
北
４
㎞
の
美
し
い
海
岸
で
、
日
本
ヨ
ッ

ト
発
祥
の
地
と
し
て
も
知
ら
れ
、
ウ
イ
ン

ド
サ
ー
フ
ィ
ン
な
ど
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ

で
広
く
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
山
々

は
通
称
「
三
浦
ア
ル
プ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
丘

陵
で
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ

ン
グ
な
ど
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
明
治

中
期
に
ド
イ
ツ
人
医
師
ベ
ル
ツ
博
士
の
勧

め
に
よ
っ
て
「
葉
山
御
用
邸
」
が
建
設
さ
れ

て
以
降
は「
御
用
邸
の
町
」「
保
養
の
地
」と

し
て
も
知
ら
れ
、
多
く
の
名
士
の
別
荘
等

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
で
も
温
暖
な

気
候
と
鉄
道
網
の
な
い
静
か
な
環
境
の

中
、
３
万
３
２
９
４
人
（
平
成
30
年
４
月
１

日
現
在
）
の
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

「
第
２
期
葉
山
町
健
康
増
進
計
画
・
食

育
推
進
計
画
」
が
平
成
30
年
度
よ
り
ス
タ

ー
ト
し
て
お
り
、
計
画
に
基
づ
い
て
進
め

ら
れ
て
い
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

葉
山
町
は
平
成
28
年
度
の
一
人
当
た
り

医
療
費
が
、
県
内
33
市
町
村
国
保
保
険
者
中

32
位
と
２
番
目
に
少
な
く
、
生
活
習
慣
病
の

人
の
割
合
も
32
･３
％
と
県
平
均
34
･0
％

に
比
べ
て
少
な
い
状
況
で
す
。
ま
た
医
療
費

総
額
に
占
め
る
生
活
習
慣
病
医
療
費
の
割

合
は
16
･７
％
で
、
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。（
平
成
28
年
度
Ｋ
Ｄ
Ｂ
よ
り
）

食
事
や
運
動
に
気
を
つ
け
て
い
る
人
が

比
較
的
多
く
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守

る
」
と
い
う
健
康
の
自
己
管
理
意
識
の
高

い
町
民
性
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
各
種
情
報

発
信
な
ど
を
通
し
て
、
よ
り
一
層
の
健
康

習
慣
へ
の
啓
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

葉
山
体
操
は
「
み
ん
な
が
取
り
組
め
る

町
民
の
た
め
の
体
操
を
作
り
た
い
」
と
い

う
町
民
有
志
の
意
向
か
ら
、
約
２
年
か
け

平
成
27
年
度
に
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
業
者

委
託
で
ご
当
地
体
操
を
作
成
す
る
自
治
体

も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
体
操
は
す
べ
て
町

民
有
志
の
力
で
作
成
し
た
こ
と
が
大
き
な

特
徴
で
す
。
こ
の
体
操
は
約
４
分
で
、
14
の

動
き
で
構
成
さ
れ
、「
海
と
山
の
深
呼
吸
」

や
「
波
の
ス
ク
ワ
ッ
ト
」
な
ど
、
葉
山
ら
し

葉山町

わがまちわがまち
健 康健 康

健康葉山スタイル
をめざして

町民健康課
保健師　伊藤 優子

海
と
山
と
御
用
邸
の
町
葉
山

は
じ
め
よ
う
！

健
康
葉
山
ス
タ
イ
ル

レ
ッ
ツ
１
日
１
運
動

パ
ー
ト
１
　
葉
山
体
操
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い
自
然
を
感
じ
る
動
き
を
数
多
く
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
音
楽
は
、
堀
口
大
學
作

詞
、
團
伊
玖
磨
作
曲
の
「
葉
山
町
歌
」
を
町

民
の
方
が
体
操
用
に
編
曲
し
た
も
の
を
使

用
し
、
葉
山
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
体
操
と
し

て
、
体
操
普
及
員
の
指
導
の
も
と
、
町
内
会

や
子
ど
も
会
、
保
育
園
な
ど
で
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

町
民
が
日
常
生
活
の
中
で
運
動
を
習
慣

化
で
き
る
こ
と
を
目
的
に
、
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
投
稿
写
真
を
活
用
し
た
町
内
６
字
ご

と
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
職
員
が
作

成
し
、
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。
マ
ッ
プ
を

活
用
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
も
実
施

し
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
気
軽
に
始
め
ら
れ

る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
勧
め
て
い
ま
す
。

町
民
す
べ
て
を
対
象
と
す
る
葉
山
体
操

に
対
し
、「
貯
筋
運
動
」
は
体
力
が
弱
り
か

け
た
人
が
対
象
の
運
動
で
す
。
こ
の
運
動

は
鹿
屋
体
育
大
学
の
前
学
長
、
福
永
哲
夫

さ
ん
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
特
別

な
器
具
を
使
わ
ず
に
「
普
段
か
ら
筋
肉
を

使
っ
て
貯
め
、
一
時
的
に
寝
込
む
こ
と
が

あ
っ
て
も
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
さ
な

い
筋
肉
量
を
保
持
す
る
こ
と
」
を
目
的
と

し
た
運
動
で
す
。
葉
山
町
で
は
、
徒
歩
圏
内

の
会
場
で
の
実
施
と
自
主
グ
ル
ー
プ
化
を

目
指
し
、
現
在
町
内
17
グ
ル
ー
プ
が
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
筋
力
が
弱
い
人
で
も
椅

子
に
座
っ
て
参
加
で
き
る
た
め
、「
線
路
は

続
く
よ
　
ど
こ
ま
で
も
」
の
曲
に
合
わ
せ

て
「
貯
筋
の
テ
ー
マ
」
を
歌
い
な
が
ら
皆
さ

ん
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。運
動
し
た
結
果
は

「
貯
筋
通
帳
」
へ
記
入
す
る
こ
と
で
「
貯
筋

額
」が
確
認
で
き「
杖
が
い
ら
な
く
な
っ
た
」

等
の
効
果
も
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

学
校
と
の
連
携
の
中
で
、
町
内
全
小
学
校

の
給
食
献
立
表
の
ス
ペ
ー
ス
に
記
事
を
掲

載
し
「
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
減
塩
」
を
呼
び

か
け
た
り
、
健
康
教
室
で
「
カ
ラ
ダ
が
よ
ろ

こ
ぶ
！
減
塩
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
す
る

等
、「
食
」
に
つ
い
て
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
後
は
商
工
会
と
も
連
携
し
、
地
元
の

食
材
を
販
売
す
る
「
H
ayam
a Station」

等
で
、
野
菜
の
摂
取
量
ア
ッ
プ
の
啓
発
や
、

健
康
的
な
「
食
」
に
つ
い
て
の
情
報
発
信
な

ど
を
行
い
、
地
域
の
関
係
団
体
と
連
携
し
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

こ
の
よ
う
に
１
次
予
防
に
か
か
わ
る
健

康
増
進
へ
の
各
種
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
昨
年
度
よ
り
開
始
し
た
「
糖
尿
病
重

症
化
予
防
教
室
」
な
ど
の
ハ
イ
リ
ス
ク
ア

プ
ロ
ー
チ
と
併
せ
て
、「
健
康
葉
山
ス
タ
イ

ル
」
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

健
康
ご
は
ん
を
楽
し
も
う
！

今
後
に
向
け
て

レ
ッ
ツ
１
日
１
運
動
パ
ー
ト
２

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
　

│
葉
山
　
健
康
の
散
歩
道
│

い
き
い
き
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
！

貯
筋
運
動
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は
じ
め
に

県
で
は
、
保
険
者
及
び
国
民
健
康
保
険

団
体
連
合
会
（
以
下
「
国
保
連
合
会
」
と
い

う
。）
に
対
し
て
、
国
民
健
康
保
険
（
以
下

「
国
保
」と
い
う
。）事
業
の
適
正
な
運
営
と

事
務
処
理
体
制
の
充
実
強
化
に
努
め
て
い

た
だ
く
た
め
に
年
度
当
初
に
作
成
し
て
い

る
「
国
民
健
康
保
険
事
務
に
係
る
定
期
指

導
等
に
つ
い
て
」及
び「
国
民
健
康
保
険
に

係
る
事
務
運
営
等
に
つ
い
て
」
に
基
づ
い

て
、
一
般
定
期
指
導
及
び
特
別
定
期
指
導

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
の
一
般
定
期
指
導
は
、
市

町
村
に
お
い
て
は
実
地
検
査
又
は
書
面
検

査
を
概
ね
半
数
ず
つ
実
施
し
、
国
民
健
康

保
険
組
合
（
以
下
「
国
保
組
合
」
と
い
う
。）

及
び
国
保
連
合
会
に
お
い
て
は
実
地
検
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
保
険
料
（
税
）
収
納
率
や
特
定
健

康
診
査（
以
下「
特
定
健
診
」と
い
う
。）の

実
施
率
が
低
調
な
水
準
で
あ
る
、
財
政
状

況
が
悪
化
傾
向
に
あ
る
、
昨
年
度
の
定
期

指
導
に
お
い
て
複
数
の
改
善
事
項
が
あ
る

な
ど
、事
業
運
営
上
、早
期
に
対
策
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
保
険
者
に
対
し
て

は
、
特
別
定
期
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。

定
期
指
導
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
改
善

を
要
す
る
事
項
が
あ
っ
た
保
険
者
に
対

し
、
平
成
30
年
３
月
に
文
書
に
て
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
が
、こ
こ
に
、そ
の
実
施
結

果
に
つ
い
て
と
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、

改
め
て
ご
確
認
の
う
え
、
事
業
運
営
の
見

直
し
等
の
参
考
と
し
て
く
だ
さ
い
。

健
全
財
政
の
確
保
に
つ
い
て

国
保
財
政
に
係
る
定
期
指
導
に
つ
い
て

は
、
平
成
28
年
度
に
お
け
る
国
保
会
計
の

収
支
状
況
や
当
該
年
度
の
予
算
編
成
状
況

を
基
に
検
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、歳
入
に
お
い
て
は
、保
険
料

（
税
）
の
収
入
額
が
保
険
給
付
費
等
や
過
去

の
収
納
率
実
績
を
踏
ま
え
算
定
し
て
い
る

か
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
に
つ
い
て
、

制
度
的
に
規
定
さ
れ
た
も
の
以
外
に
つ
い

て
対
象
経
費
を
明
確
に
せ
ず
適
正
な
額
で

な
い
繰
入
を
行
い
、
安
易
に
保
険
料
（
税
）

の
据
置
き
を
行
っ
て
い
な
い
か
、
歳
出
に

お
い
て
は
、保
険
給
付
費
等
の
金
額
が
、過

去
の
実
績
や
医
療
費
の
動
向
な
ど
を
考
慮

し
た
も
の
か
、前
期
高
齢
者
交
付
金
、後
期

高
齢
者
支
援
金
や
介
護
納
付
金
に
つ
い

て
、
国
の
示
す
諸
係
数
に
基
づ
き
確
実
に

見
込
ん
で
い
る
か
な
ど
に
つ
い
て
検
査
を

行
い
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、基
金
に
つ
い
て
、市
町
村
で

は
平
成
28
年
度
末
に
保
険
給
付
費
等
の
見

込
み
額
に
対
し
適
正
な
額
で
造
成
さ
れ
、

国
保
組
合
で
は
法
令
基
準
を
満
た
し
て
い

る
か
、
平
成
28
年
度
の
決
算
収
支
差
引
額

が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
な
い
か
検
査
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

検
査
の
結
果
、
基
金
に
つ
い
て
４
市
で
基

金
が
未
設
置
で
あ
り
、
基
金
を
設
置
し
て
い

る
市
町
村
で
も
４
市
町
が
取
り
崩
さ
れ
積

立
額
が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
で
し
た
。

平
成
30
年
度
か
ら
は
、
制
度
改
革
に
よ
り

保
険
給
付
費
は
国
民
健
康
保
険
保
険
給
付

費
等
交
付
金
普
通
交
付
金
で
全
額
財
源
補

填
さ
れ
る
た
め
、
保
険
給
付
費
リ
ス
ク
（
当

初
予
算
で
見
込
ま
な
か
っ
た
急
激
な
医
療

費
の
増
大
等
）
に
備
え
る
と
い
う
こ
れ
ま
で

の
基
金
設
置
目
的
は
無
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
、「
保
険
料（
税
）収
納
額
リ
ス
ク

に
備
え
る
」「
年
度
間
の
保
険
料
水
準
の
大

平
成
29
年
度
の
国
民
健
康
保
険
事
業
に
係
る

定
期
指
導
の
結
果
に
つ
い
て

神
奈
川
県
健
康
医
療
局
保
健
医
療
部
医
療
保
険
課
国
保
指
導
グ
ル
ー
プ

2
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き
な
変
動
を
防
ぐ
」
と
い
う
基
金
の
設
置

目
的
は
引
き
続
き
あ
る
と
と
も
に
、
保
険

給
付
費
増
大
幅（
リ
ス
ク
）を
見
込
ん
だ
予

算
編
成
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
に
よ
る
予
算

の
弾
力
性
が
失
わ
れ
る
こ
と
も
踏
ま
え
、

基
金
未
設
置
の
市
町
村
で
は
速
や
か
に
設

置
す
る
と
と
も
に
、
設
置
し
て
い
る
市
町

村
で
も
、
保
険
料（
税
）収
納
額
（
退
職
被

保
険
者
等
分
も
含
む
）
の
１
％
以
上
を
造

成
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、国
保
組
合
に
お
い
て
も
、引
き
続

き
、
特
別
積
立
金
及
び
給
付
費
等
支
払
準

備
金
に
つ
い
て
、
国
民
健
康
保
険
法
施
行

令
第
19
条
及
び
第
20
条
に
定
め
る
額
を
確

実
に
積
み
立
て
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
28
年
度
に
お
い
て
県
の
広
域

化
等
支
援
金
か
ら
貸
付
を
受
け
た
市
町
村
に

つ
い
て
、
財
政
運
営
の
健
全
化
を
図
っ
て
い

た
だ
く
視
点
か
ら
文
書
指
導
と
し
ま
し
た
。

保
険
料（
税
）の
収
納
率
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

保
険
料（
税
）収
納
率
に
つ
い
て
は
、「
国

民
健
康
保
険
に
係
る
事
務
運
営
等
に
つ
い

て
」
に
お
い
て
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き

事
項
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
28
年

度
の
現
年
分
及
び
滞
納
繰
越
分
の
収
納
率

が
下
位
の
４
市
２
町
に
つ
い
て
文
書
指
導

と
し
ま
し
た
。

な
お
、
県
内
市
町
村
に
お
け
る
保
険
料

（
税
）の
現
年
分
平
均
収
納
率
は
平
成
22
年
度

か
ら
上
昇
を
続
け
、
平
成
28
年
度
は
92
･

76
％
と
対
前
年
度
比
で
０
･36
ポ
イ
ン
ト
増

加
と
な
り
ま
し
た
。
本
県
の
平
成
28
年
度
の

収
納
率
は
、
関
東
の
都
県
の
中
で
は
最
も
高

い
水
準
に
あ
り
ま
す
が
、
全
国
47
都
道
府
県

で
27
位
と
低
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
以
降
は
、
国
保
運
営
方
針

で
定
め
た
収
納
率
目
標
達
成
に
向
け
、
財

産
調
査
に
は
じ
ま
る
効
率
的
・
効
果
的
な

滞
納
整
理
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
職
場

環
境
の
整
備
、
滞
納
整
理
に
取
り
組
む
職

員
の
育
成
、意
欲
の
維
持
・
向
上（
成
果
の

適
正
な
評
価
）
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
県
で
は
、
平
成
30
年
度
に
お
い

て
、
国
保
連
合
会
と
共
同
で
徴
収
実
務
初

任
者
研
修
の
ほ
か
、
徴
収
実
務
中
堅
職
員

研
修
や
管
理
監
督
者
を
対
象
に
徴
収
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま

す
。ま
た
、徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
市
町
村
で
は
積
極

的
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

医
療
費
の
適
正
化
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

医
療
費
適
正
化
の
取
り
組
み
は
、
被
保

険
者
の
適
正
な
受
診
を
促
進
す
る
こ
と
や

保
険
医
療
機
関
等
か
ら
の
診
療
報
酬
及
び

療
養
費
の
請
求
内
容
の
適
正
化
を
図
る
こ

と
な
ど
が
事
例
と
し
て
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
取
り
組
み
状
況
は
、
各
保
険
者
の
人
員

や
財
政
規
模
な
ど
に
よ
り
差
異
が
生
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
こ
で
、
診
療
報
酬
明
細
書
（
以
下
「
レ

セ
プ
ト
」と
い
う
。）点
検
事
務
に
つ
い
て
、

内
容
点
検
の
財
政
効
果
率
が
２
年
連
続
し

て
市
町
村
平
均
以
下
、ま
た
は
、国
保
組
合

平
均
の
４
分
の
３
以
下
の
保
険
者
及
び
平

成
28
年
度
に
お
い
て
レ
セ
プ
ト
点
検
の
集

団
指
導
の
対
象
と
な
っ
た
２
市
２
町
、
１

国
保
組
合
に
つ
い
て
、
指
導
対
象
と
し
ま

し
た
。

対
象
と
な
っ
た
保
険
者
に
つ
き
ま
し
て

は
、
レ
セ
プ
ト
点
検
事
務
の
効
果
を
上
げ

る
た
め
に
、
点
検
内
容
や
点
検
事
務
の
進

捗
状
況
の
把
握
管
理
に
努
め
る
と
と
も

に
、
医
療
事
務
経
験
者
の
配
置
や
国
保
連

合
会
の
活
用
に
よ
る
事
務
処
理
体
制
の
整

備
な
ど
、
点
検
事
務
の
充
実
強
化
を
図
っ

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
に
係
る
給

付
の
適
正
化
に
つ
い
て
も
、
具
体
的
な
取
り

組
み
を
実
施
し
て
い
る
保
険
者
が
増
え
た

も
の
の
、
い
ま
だ
に
対
応
し
て
い
な
い
保
険

者
も
あ
り
ま
す
。
支
給
申
請
書
の
縦
覧
点
検

に
よ
り
施
術
の
傾
向
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
疑
義
情
報
を
蓄
積
す
る
た
め
に
、
患
者

調
査
の
実
施
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
第
三
者
行
為
求
償
に
つ
い
て
は
、

平
成
28
年
度
12
月
に
厚
生
労
働
省
よ
り

「
第
三
者
行
為
に
よ
る
被
害
に
係
る
求
償

事
務
の
取
組
強
化
に
つ
い
て
」
の
通
知
が

あ
り
、
国
保
事
業
の
健
全
運
営
の
確
保
の

た
め
、
一
層
の
取
り
組
み
を
図
る
こ
と
が

要
請
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
保
険
者
に

お
き
ま
し
て
は
、
被
害
届
の
届
出
の
励
行

や
被
害
届
の
届
出
義
務
の
周
知
、
損
害
保

険
関
係
団
体
と
の
取
り
決
め
の
締
結
な

ど
、今
後
、求
償
事
務
に
係
る
取
り
組
み
の

強
化
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

保
健
事
業
の
充
実
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

特
定
健
診
の
受
診
率
に
つ
い
て
は
、
平

成
28
年
度
の
県
内
全
体
で
27
･７
％
と
昨

年
度
か
ら
０
･１
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
、
特
定

保
健
指
導
の
終
了
率
も
10
･５
％
と
０
･３

ポ
イ
ン
ト
減
少
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
県
内
全
体
と
し
て
改
善
を
図

る
観
点
か
ら
、
特
定
健
診
受
診
率
に
つ
い

て
は
、
市
町
村
平
均
27
･０
％
未
満
の
市
町

村
と
国
保
組
合
平
均
41
･０
％
未
満
の
国

保
組
合
を
、ま
た
、特
定
保
健
指
導
の
終
了

率
が
市
町
村
平
均
11
･４
％
未
満
の
市
町

村
と
国
保
組
合
平
均
３
･１
％
未
満
の
国

保
組
合
を
指
導
対
象
と
し
ま
し
た
。
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指
導
対
象
と
な
っ
た
保
険
者
に
つ
き
ま

し
て
は
、
地
域
の
実
情
や
未
受
診
者
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
現
状
分
析
を
行
い
、
デ

ー
タ
を
活
用
し
た
広
報
や
受
診
環
境
の
整

備
、
関
係
機
関
と
の
連
携
の
強
化
な
ど
に

よ
り
、
特
定
健
診
受
診
率
等
の
向
上
に
係

る
取
り
組
み
の
充
実
強
化
を
図
っ
て
く
だ

さ
い
。

制
度
改
正
に
あ
わ
せ
平
成
30
年
度
か
ら

８
０
０
億
円
の
公
費
が
投
入
さ
れ
る
保
険

者
努
力
支
援
制
度
交
付
金
で
は
、「
特
定
健

診
・
特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
」「
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
該
当
者
及
び
予
備
群
の

減
少
率
」と
い
っ
た
、従
来
、後
期
高
齢
者
支

援
金
の
加
算
減
算
の
指
標
と
さ
れ
て
い
た
項

目
が
評
価
指
標
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
保
険
者
努
力
支
援
制
度（
都

道
府
県
分
）に
お
け
る
都
道
府
県
市
町
村
平

均
順
位
で
、
神
奈
川
県
は
特
定
健
診
44
位
、

特
定
保
健
指
導
47
位（
平
成
27
年
度
実
績
）と

全
国
的
に
も
低
い
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
町
村
に
交
付
す
る
都
道
府
県
調
整
交

付
金
（
平
成
30
年
度
か
ら
は
国
保
保
険
給

付
費
等
交
付
金
特
別
交
付
金
都
道
府
県
繰

入
分
）の
評
価
項
目
の
中
に
あ
る「
特
定
健

診
・
特
定
保
健
指
導
の
受
診
率
・
実
施
率

向
上
に
向
け
た
取
組
例
」を
参
考
に
、実
施

率
の
向
上
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
30
年
度
に
、
県
と
し
て
「
県

医
師
会
・
医
療
機
関
と
連
携
し
た
特
定
健

診
実
施
率
向
上
支
援
事
業
」
と
し
て
か
か

り
つ
け
医
か
ら
患
者
に
働
き
か
け
る
た
め

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
配
布
を
行
う
ほ

か
、
特
定
健
診
特
定
保
健
指
導
情
報
交
換

会
な
ど
、
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の

実
施
率
向
上
に
資
す
る
研
修
等
も
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

市
町
村
に
お
か
れ
て
は
、
こ
う
し
た
県

の
行
う
事
業
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

被
保
険
者
資
格
の
適
用
の
適
正
化

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

資
格
の
適
用
の
適
正
化
は
、
医
療
費
の

不
当
利
得
返
還
請
求
権
や
保
険
料（
税
）の

納
付
義
務
の
遡
及
賦
課
な
ど
の
債
権
関
係

だ
け
で
な
く
、
国
庫
補
助
金
等
の
算
定
に

も
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
国
保
運
営
に
お

い
て
土
台
と
な
る
事
項
で
す
。

資
格
に
関
し
て
は
、
平
成
29
年
度
に
お

い
て
改
善
を
要
す
る
保
険
者
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、各
保
険
者
に
お
い
て
、引
き

続
き
年
間
事
業
計
画
の
中
で
適
用
適
正
化

の
強
化
月
間
の
設
定
、
社
会
保
険
と
の
重

複
加
入
な
ど
適
用
に
疑
義
の
あ
る
世
帯
の

調
査
な
ど
適
正
化
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
国
保
組
合
の
資
格
に
関
し
て
も
、

組
合
員
資
格
の
定
期
的
な
把
握
・
調
査
を

実
施
し
、
組
合
員
の
適
正
な
資
格
管
理
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
に

つ
い
て

国
保
連
合
会
に
対
し
て
は
、「
事
務
処
理

体
制
」「
財
政
運
営
・
経
理
」「
事
故
防
止
」

「
審
査
支
払
事
務
」「
保
険
者
支
援
業
務
」「
後

期
高
齢
者
医
療
事
務
支
援
」
な
ど
の
視
点
か

ら
２
日
間
に
わ
た
り
検
査
を
行
い
、
必
要
な

助
言
指
導
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

国
保
連
合
会
の
設
立
目
的
で
も
あ
る
診

療
報
酬
審
査
支
払
事
務
に
つ
い
て
充
実
強

化
を
図
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
保
険
者
ニ

ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
、
医
療
費
適
正
化

を
は
じ
め
と
す
る
保
険
者
機
能
の
強
化
と

保
険
者
事
務
の
効
率
化
及
び
負
担
軽
減
に

向
け
た
積
極
的
か
つ
多
面
的
な
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

最
後
に

平
成
30
年
度
か
ら
市
町
村
国
保
に
つ
い

て
都
道
府
県
が
財
政
運
営
主
体
と
な
る
制

度
改
革
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
制
度
改

革
に
伴
い
国
保
事
業
運
営
で
も
い
く
つ
か

の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
以
降
の
国
保
事
業
運
営
で

は
、
改
革
後
の
新
た
な
仕
組
み
に
基
づ
く

事
業
運
営
を
円
滑
か
つ
安
定
的
に
す
す
め

て
い
く
こ
と
に
重
点
を
置
き
な
が
ら
、
財

政
基
盤
の
安
定
に
向
け
、
医
療
費
適
正
化

対
策
や
収
納
率
向
上
対
策
な
ど
保
険
者
機

能
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
市
町
村
保
険
者
に
お
か
れ
て
は
、

制
度
改
革
後
の
財
政
運
営
や
資
格
・
給
付

事
務
等
を
円
滑
に
実
施
し
て
い
く
と
と
も

に
、
保
険
者
機
能
の
強
化
に
む
け
、「
国
保

運
営
方
針
」
と
「
保
険
者
努
力
支
援
制
度
」

に
掲
げ
る
指
標
を
踏
ま
え
、
必
要
な
体
制

整
備
や
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、国
保
組
合
に
お
い
て
も
、国
庫
補

助
金
の
段
階
的
な
見
直
し
と
あ
わ
せ
、
市

町
村
の
保
険
者
努
力
支
援
制
度
に
準
じ
た

国
庫
補
助
金
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
向

上
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
費
適
正
化
対
策

や
適
用
の
適
正
化
、
適
正
な
保
険
料
率
の

決
定
な
ど
、
保
険
者
機
能
の
強
化
と
安
定

的
な
財
政
運
営
の
確
立
に
向
け
ご
尽
力
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

6

78
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■平成29年度　一般・特別指導監督の指摘事項（厚生労働省の分類による）

指　摘　事　項
市　町　村 組　合 合　計 備　　考

一　般 特　別 合　計 一　般 （分野別）

（保　険　者）

１ 事務執行体制の改善 0 0 0 0 0 そ の 他

２ 予算編成・執行が不適正 0 0 0 0 0 財　　政

３ 赤字解消計画の改善 0 0 0 0 0 財　　政

４ 医療費の適正化 0 0 0 0 0 給　　付

５ 医療費の実態の把握分析 0 0 0 0 0 給　　付

６ 診療報酬明細書の点検調査事務の改善 3 2 5 1 6 給　　付

７ 医療費通知の改善 0 0 0 0 0 保健事業

８ 保健事業の充実 14 0 14 4 18 保健事業

９ 保険料（税）の賦課が不適正 0 0 0 0 0 料　　税

10 保険料（税）の収納率が低い 5 2 7 0 7 料　　税

11 適用事務の改善（退職者以外） 0 0 0 0 0 資　　格

12 適用事務の改善（退職者） 0 0 0 0 0 資　　格

13 広報活動の充実 0 0 0 0 0 そ の 他

14 国庫補助金申請事務が不適正 0 0 0 0 0 そ の 他

15 保険給付事務処理が不適正 0 0 0 0 0 給　　付

16 第三者求償事務が不適正 0 0 0 0 0 給　　付

17 その他 7 1 8 0 8

計 29 5 34 5 39

（国保連合会）

１ 審査体制の改善 1

２ 支払及び資金運用が不適正 0

３ 共同事業の推進が不十分 5

４ その他（事務処理体制及び審査支払事務に関する要望） 5

計 11

■分野別の分類による指摘事項

指　摘　事　項
市　町　村 組　合 合　計 備　　考

一　般 特　別 合　計 一　般

（保　険　者）

１ 財政運営に関するもの 0 0 0 0 0

２ 保険料（税）に関するもの 5 2 7 0 7

３ 保険給付に関するもの 3 2 5 1 6

４ 保健事業に関するもの 14 0 14 8 18

５ 資格適用に関すもの 0 0 0 0 0

６ その他 7 1 8 0 8

計 29 5 34 5 39

（国保連合会）その他 11
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老
人
保
健
事
業
が
生
ん
だ
受
診
率

の
地
域
差

異
動
し
て
き
た
市
区
町
村
保
険
者
の

担
当
者
は
、
特
定
健
康
診
査
な
ど
保
健

事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
全
国
に

お
け
る
位
置
や
県
内
で
の
位
置
を
知
り

愕
然
と
す
る
場
合
が
あ
る
。
特
定
健
康

診
査
の
受
診
率
は
市
区
町
村
や
県
比
較

で
大
き
な
差
が
み
ら
れ
る
。
な
ぜ
こ
ん

な
に
大
き
な
差
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

保
健
事
業（
特
定
健
康
診
査
な
ど
）が

医
療
保
険
者
で
あ
る
市
区
町
村
に
義
務

付
け
ら
れ
る
前
は
、
老
人
保
健
事
業
と

し
て
実
施
さ
れ
て
い
た
。
老
人
保
健
事

業
は
詳
細
な
実
施
要
項
が
国
で
定
め
ら

れ
て
い
た
。
当
初
、
比
較
的
簡
素
な
健

（
検
）
診
を
中
心
と
す
る
仕
組
み
で
ス
タ

ー
ト
し
、
後
に
様
々
な
保
健
事
業
が
追

加
さ
れ
た
。
現
在
の
市
区
町
村
保
健
セ

ン
タ
ー
も
老
人
保
健
事
業
に
伴
っ
て
設

置
さ
れ
た
。
老
人
保
健
事
業
の
特
徴
は
、

国
と
県
が
３
分
の
２
、
市
区
町
村
が
３

分
の
１
の
費
用
を
負
担
し
て
行
う
こ

と
、
被
用
者
保
険
の
保
健
事
業
の
対
象

者
で
は
な
い
住
民
す
べ
て
を
対
象
と
す

る
こ
と
で
あ
っ
た
。

老
人
保
健
事
業
は
国
民
す
べ
て
に
健

（
検
）
診
の
機
会
を
提
供
す
る
画
期
的
な

制
度
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
期
に
は
項

目
の
拡
大
に
よ
り
業
務
の
負
担
感
が
大

き
く
増
し
、
健（
検
）診
な
ど
費
用
の
掛

か
る
保
健
事
業
に
力
を
入
れ
な
い
自
治

体
が
多
く
み
ら
れ
た
。
国
の
方
針
が
一

定
せ
ず
、
揺
り
戻
し
を
警
戒
し
て
新
規

事
業
は
実
施
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
良
い

知
恵
だ
と
考
え
ら
れ
、
列
の
最
後
に
位

置
す
る
こ
と
が
最
も
効
率
的
だ
と
受
け

止
め
ら
れ
た
。ま
た
、受
診
率
が
上
が
る

と
自
治
体
の
財
政
負
担
が
増
え
る
た

め
、
受
診
率
は
低
い
ほ
う
が
良
い
と
考

え
る
市
区
町
村
も
み
ら
れ
た
。
現
在
の

受
診
率
の
地
域
差
に
は
、
こ
う
し
た
取

り
組
み
の
歴
史
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

現
在
受
診
率
の
高
い
保
険
者
の
多
く
は

以
前
か
ら
受
診
率
が
高
く
、
逆
も
真
で

あ
る
こ
と
が
多
い
。

保
険
者
努
力
支
援
制
度
の

本
格
運
用
開
始

し
か
し
、
平
成
20
年
度
か
ら
は
保
険

者
の
保
健
事
業
が
導
入
さ
れ
、
受
診
率

向
上
が
大
き
な
課
題
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
平
成
30
年
度

か
ら
保
険
者
努
力
支
援
制
度
の
本
格
運

用
が
行
わ
れ
、
保
険
者
の
行
う
保
健
事

業
の
質
と
量
が
評
価
さ
れ
、
そ
れ
が
補

助
金
に
反
映
さ
れ
る
時
代
に
突
入
す

る
。
今
ま
で
は
「
ど
う
せ
無
理
」
で
あ
っ

た
健
診
受
診
率
の
向
上
に
つ
い
て
、
議

国
保
の
保
健
事
業
と
保
険
者
努
力
支
援
制
度

合
同
会
社
生
活
習
慣
病
予
防
研
究
セ
ン
タ
ー
 　
代
表
　
岡
山
　
明
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会
な
ど
か
ら
指
摘
を
受
け
る
機
会
が
増

え
、
市
区
町
村
を
挙
げ
た
対
策
実
施
が

待
っ
た
な
し
の
時
代
に
な
っ
て
き
た
。

そ
れ
で
も
受
診
率
は
行
政
の
行
う
保
健

事
業
に
対
す
る
加
入
者
か
ら
の
総
合
評

価
で
あ
り
、受
診
率
を
簡
単
に
上
げ
る
こ

と
は
困
難
な
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。

こ
の
中
で
特
定
健
康
診
査
の
受
診
率

は
最
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
受
診
率

は
格
差
も
大
き
い
が
、
県
単
位
で
み
る

と
、よ
り
特
徴
的
で
あ
る
。全
体
的
に
受

診
率
が
低
い
県
に
は
、
飛
び
抜
け
て
高

い
自
治
体
が
あ
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ

る
。受
診
率
向
上
の
取
り
組
み
は
、近
隣

の
自
治
体
の
取
り
組
み
を
参
考
に
し
て

行
う
場
合
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、

受
診
率
の
低
い
県
で
は
逆
に
こ
れ
が
災

い
し
て
、
優
良
な
取
り
組
み
の
実
態
を

把
握
す
る
機
会
が
な
い
の
が
実
情
で
あ

る
。
保
険
者
努
力
支
援
制
度
は
全
国
の

市
区
町
村
間
の
競
争
で
あ
り
、
受
診
率

向
上
の
具
体
的
な
手
法
を
身
に
着
け
る

に
は
、視
野
を
広
く
と
り
、県
下
の
優
良

な
事
例
を
分
析
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

受
診
率
向
上
に
実
績
を
上
げ
て
い
る
他

県
の
保
険
者
の
情
報
を
収
集
し
て
分
析

す
る
べ
き
で
あ
る
。
国
保
連
合
会
や
県

は
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行

っ
て
、
保
険
者
の
実
績
向
上
を
支
援
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

支
援
方
法
の
改
善
に
期
待

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
も
、
大
部
分
の

市
区
町
村
で
は
平
成
30
年
度
か
ら
新
し

い
計
画
に
移
行
す
る
。
第
１
期
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
計
画
で
は
、
デ
ー
タ
の
分
析
な

ど
計
画
書
そ
の
も
の
の
作
成
に
重
点
が

置
か
れ
て
い
た
。
詳
細
に
記
述
す
る
こ

と
で
、
逆
に
活
動
に
制
限
が
お
こ
る
と

懸
念
す
る
保
険
者
が
多
く
み
ら
れ
た
。

第
２
期
計
画
で
は
、
保
健
事
業
の
目
標

設
定
値
を
よ
り
現
実
的
な
も
の
に
す
る

と
と
も
に
、
必
達
目
標
と
し
て
実
施
計

画
を
詳
細
に
作
り
上
げ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
計
画
の
目
標
値
と
実
際

の
施
策
と
の
整
合
性
が
問
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

今
後
は
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に
記
載

さ
れ
た
目
標
値
を
達
成
す
る
た
め
に
、

ど
ん
な
事
業
を
ど
の
よ
う
に
改
善
し
、

実
績
を
上
げ
て
い
く
か
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
各
保
険
者
の
積
極
的
な
取
り

組
み
と
と
も
に
、
支
援
に
当
た
る
関
係

者
が
支
援
方
法
の
改
善
に
取
り
組
む
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

記
事
提
供
　
社
会
保
険
出
版
社
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【職　歴】
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2004年　国立循環器病センター 予防健診部長
2007年　財団法人結核予防会 第一健康相談所長
2014年4月　国立循環器病研究センター 予防健診部 客員部長　
2014年5月　生活習慣病予防研究センター 代表　
2016年7月　一般社団法人適塩・血圧対策推進協会 代表理事

【専門分野】
循環器疾患の要因、予防に関する研究。循環器疾患の地域差の推移に関する研究。循環器疾患発症
登録による急性循環器疾患の発症・予後の把握に関する研究。生活習慣病の予防のための健康教育
の方法論やその普及に関する研究。特に、高コレステロール血症、耐糖能異常、禁煙教育の効果的な
実施方法の研究と普及に興味を持つ。
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2014年２月　遠山椿吉記念　第3回　健康予防医療賞受賞
2014年６月　第29回日本心臓財団予防賞

～「生活習慣病に対する総合的保健指導法の開発と普及」における実績より～
2014年12月　日本総合健診医学会　H26年度優秀論文賞

「特定保健指導の効果評価と対照設定の方法に関する研究」

岡山　明 おかやま　あきら
合同会社生活習慣病予防研究センター 代表
日本循環器病予防学会 理事
国立循環器病研究センター予防健診部客員部長
滋賀医科大学社会医学講座公衆衛生学部門客員教授
岩手医科大学 非常勤講師
日本大学医学部兼任講師

【学　歴】
1978年　東京大学教養学部基礎科学科卒業
1982年　大阪大学医学部医学科卒業

【免許等】 1982年　医師免許取得　

【学　位】 1989年　医学博士（大阪大学）
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取
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お
願
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今回は、

審査第三課
の紹介です！

お問い合わせは
審査第三課
歯科係
TEL. 045-329-3431
調剤係
TEL. 045-329-3437
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国保直診だより

第68回神奈川県国民健康保険団体連合会診
療施設部会研修会が、国保直診関係者など約
290名参加のもと開催された。
開催にあたり、小田原市立病院病院長 川口竹

男氏、主催者である診療施設部会長 五十嵐俊久
氏、本会常務理事 中田泰樹が挨拶し、来賓の小田
原市長 加藤憲一氏らが祝辞を述べた。研修会で
は、小田原市立病院副院長・小児科部長　松田基
氏、看護部長　加藤節子氏を座長に６診療施設７
題の研究発表が行なわれた。

シンポジウムでは、メインテーマを『医療現場
における働き方改革に向けた取組と問題点』とし
て、座長である小田原市立病院病院長　川口竹男
氏、病院管理局長　加藤裕文氏の進行により、ハ
イズ株式会社代表取締役社長 裵　英洙（はい
えいしゅ）氏による基調講演「医療機関における
働き方改革を進める３つのポイント」が行われ、
続けて５診療施設５名のシンポジストがそれぞ
れの診療施設における働き方改革の現状や課題
を発表した。

シンポジウムの様子 小田原市立病院病院長　川口竹男氏

■研究発表 （敬称略）
発　表　演　題 演　　者

1 高度認知症への個別アプローチによりせん妄の遷延化を防ぐことが出来た事例
2 地域包括ケアにおける意思決定支援の取り組み
3 看護処置コスト漏れに関する実態調査

4 自殺未遂で急性期病院に搬送された患者のリエゾン精神看護専門看護師の支援
～死にたい気持ちを受容し「もう少し生きてみよう」と変容するまで～

5 退院支援職員の取り組みについて ～部分休業を取得している看護師の働き方～
6 小児リハビリテーションの開設について
7 骨粗鬆症の treatment gap を埋めるリエゾンサービス

茅ヶ崎市立病院 清水　　満
相模原市国保内郷診療所 土肥　直樹
三浦市立病院 渡辺みゆき

平塚市民病院 大津　聡美

大和市立病院 細野直子・土居まり子
三浦市立病院 後藤健太郎
小田原市立病院 上杉　昌章

■シンポジウム （敬称略）
テーマ シンポジスト

１ 働き方改革に向けた平塚市民病院の取組　　　 平塚市民病院 伊藤　良一
２ 働き方改革に向けた取組 大和市立病院 渋谷　孝士　
３ 薬剤科の現状と課題　　　 三浦市立病院 今村　里絵　　　　　　　　　　
４ 職場から発信する『ワーク・ライフ・バランス』の実現を目指して 茅ヶ崎市立病院 山﨑　　淳                                
５ 労基署是正勧告前後における小田原市立病院の取組 小田原市立病院 津田　　剛
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国保連発信

「特定健診・特定保健指導実施率向上支援事
業」並びに「生活習慣病重症化予防支援事業」実
施予定保険者説明会を開催した。
「特定健診・特定保健指導実施率向上支援事

業」については、前年度までの「特定健診未受診
者受診勧奨モデル事業」を引き継いだ形で、今年
度からの新しい事業としてスタートした。
本会企画事業部長の挨拶からはじまり、それ

ぞれの事業に分かれて、平成29年度事業の実績
について報告し、続いて各事業の平成30年度の

実施要領、提出書類等の記載方法や、国保デー
タベース（KDB）システム支援ツールである「保
健事業支援システム」を活用した、さまざまな
対象者抽出方法、及びシステムを活用する際の
留意事項等について事務局から説明を行った。
また、保険者における特定健診受診率、特定

保健指導実施率向上や生活習慣病重症化予防の
取り組み状況のほか、在宅保健師へのアンケー
ト結果等の資料を用いて情報交換が行なわれ、
参加した各保険者から活発な意見が出された。

平成30年度１回目となる広報委員会を国保会
館にて開催した。平成30・31年度の２年任期
となる委員ではじめての広報委員会となり、正
副委員長選出から始まった。次に、今年度計画
をしている新規広報事業として、機関誌をホー
ムページに掲載することや機関誌に企業広告の
掲載をすること、その他の広報事業について説
明し了承された。
また、9月末発刊予定の機関誌の企画編集につ

いての説明を行った。最後に、保健事業・健康
づくりに関するPRパンフレット、特定健診受診
率向上等を目的に作成するポケットティッシュ
についてのデザインが決定された。
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国保連発信

神奈川県在宅保健師会「いちょうの会」総会及
び研修会を開催した。
午前の総会では、大竹会長の進行のもと協議が
行われ、平成29年度事業実施報告、平成２９年
度会計報告及び会計監査報告、平成30年度事業
実施計画・予算（案）、また「いちょうの会」会則
改正等について説明を行った。
午後の研修会では、本会土屋保健事業課長から

「国保連合会の保健事業について」と題し、本会が
実施する保険者支援事業を紹介するとともに、在
宅保健師会との更なる協力が必要不可欠である

旨を説明した。その後、本会「健康まつり事業等
支援事業」の事業内容の一つである神奈川県在宅
保健師会「いちょう座」による健康劇「あなたの
血管元気？」が上演された。
終わりに、本会永井保健事業推進専門員から

「特定健康診査等実施計画期間における特定健
診・特定保健指導の運用の見直しについて」と
題し、「標準的な健診・保健指導プログラム」
が改訂されたことに伴う運用の見直しについて
説明した。

いちょうの会のみなさん

大竹会長 いちょう座のみなさん
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国保連発信

診療（調剤）報酬実績【国民健康保険】

【保険者別１人当たり費用額（一般＋退職）】

《２月診療分》（一般＋退職）

【保険者別受診率（一般＋退職）】

《３月診療分》（一般＋退職）

《４月診療分》（一般＋退職）

※件数の合計に食事療養費は含まない　※日数の合計に調剤・食事療養費は含まない

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率
人 件 日 円 円 円 ％

入　院 34,473 470,199 19,199,048,970 556,930 9,148 1.64
入院外 1,456,390 2,188,620 20,413,356,110 14,016 9,727 69.39
歯　科 331,878 594,354 4,254,429,470 12,819 2,027 15.81

2,098,725 小　　　計 1,822,741 3,253,173 43,866,834,550 24,066 20,902 86.85
調　　　剤 1,057,094 1,245,224 11,942,458,200 11,297 5,690
訪 問 看 護 5,137 30,939 339,561,850 66,101 162
食事療養費 32,600 1,203,116 798,898,504 24,506 381
合　　　計 2,884,972 3,284,112 56,947,753,104 19,739 27,134

診
療
費

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率
人 件 日 円 円 円 ％

入　院 34,473 470,199 19,199,048,970 556,930 9,148 1.64
入院外 1,456,390 2,188,620 20,413,356,110 14,016 9,727 69.39
歯　科 354,914 657,759 4,691,416,930 13,218 2,248 17.00

2,087,269 小　　　計 1,941,663 3,584,140 47,559,978,030 24,494 22,786 93.02
調　　　剤 1,133,159 1,370,838 13,503,113,530 11,916 6,469
訪 問 看 護 5,292 34,460 377,483,430 71,331 181
食事療養費 33,364 1,308,905 869,398,256 26,058 417
合　　　計 3,080,114 3,618,600 62,309,973,246 20,230 29,852

診
療
費

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率
人 件 日 円 円 円 ％

入　院 33,676 485,458 19,626,846,400 582,814 9,443 1.62
入院外 1,459,190 2,249,139 20,656,038,540 14,156 9,938 70.20
歯　科 343,409 627,484 4,468,665,130 13,013 2,150 16.52

2,078,479 小　　　計 1,836,275 3,362,081 44,751,550,070 24,371 21,531 88.35
調　　　剤 1,059,668 1,263,641 11,782,966,650 11,119 5,669
訪 問 看 護 4,893 30,530 335,759,660 68,620 162
食事療養費 31,830 1,241,845 823,756,778 25,880 396
合　　　計 2,900,836 3,392,611 57,694,033,158 19,889 27,758

診
療
費
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国保連発信

診療（調剤）報酬実績【後期高齢者医療】

介護給付費の状況

種　　類 件　　数（件） 費 用 額 （円） 介護給付費 （円） 利用者負担額（円） 公費負担額 （円）
訪 問 通 所 サ ー ビ ス 352,959 14,990,861,839 13,273,087,279 1,392,232,500 325,542,060
短 期 入 所 サ ー ビ ス 20,657 2,054,554,403 1,757,087,664 281,711,923 15,754,816
居 宅 療 養 管 理 指 導 123,148 969,422,390 855,994,898 91,753,814 21,673,678
地域密着型サービス 61,686 8,169,492,868 7,243,913,513 766,017,487 159,561,868
特定施設入居者生活介護 20,379 4,530,282,642 3,973,572,774 541,187,947 15,521,921
居　宅　介　護　支　援 192,308 2,521,112,730 2,521,112,730 0 20,214,664
施　設　サ　ー　ビ　ス 53,393 18,168,195,590 15,484,548,603 2,520,140,483 163,506,504
市 町 村 特 別 給 付 1 3,180 2,862 318 0

合　　　計 824,531 51,403,925,642 45,109,320,323 5,593,044,472 721,775,511

介護給付費統計 （平成30年2月審査分）

種　　類 件　　数（件） 費 用 額 （円） 介護給付費 （円） 利用者負担額（円） 公費負担額 （円）
訪 問 通 所 サ ー ビ ス 348,446 14,702,473,236 13,018,700,294 1,370,383,689 313,389,253
短 期 入 所 サ ー ビ ス 19,974 1,941,666,515 1,660,435,901 268,247,119 12,983,495
居 宅 療 養 管 理 指 導 121,272 966,208,066 853,072,306 91,736,546 21,399,214
地域密着型サービス 61,133 7,826,631,505 6,940,414,659 734,938,538 151,278,308
特定施設入居者生活介護 20,420 4,135,634,717 3,626,843,031 495,492,546 13,299,140
居　宅　介　護　支　援 189,693 2,492,393,963 2,492,393,963 0 19,846,184
施　設　サ　ー　ビ　ス 53,627 16,664,668,614 14,192,637,283 2,328,522,264 143,509,067
市 町 村 特 別 給 付 15 60,620 54,558 6,062 0

合　　　計 814,580 48,729,737,236 42,784,551,995 5,289,326,764 675,704,661

（平成30年3月審査分）

種　　類 件　　数（件） 費 用 額 （円） 介護給付費 （円） 利用者負担額（円） 公費負担額 （円）
訪 問 通 所 サ ー ビ ス 351,849 16,185,989,733 14,333,169,620 1,513,313,525 339,506,588
短 期 入 所 サ ー ビ ス 20,875 2,108,535,207 1,803,055,431 291,474,850 14,004,926
居 宅 療 養 管 理 指 導 122,686 986,414,906 870,986,586 93,644,235 21,784,085
地域密着型サービス 61,913 8,580,497,706 7,610,086,483 805,644,070 164,767,153
特定施設入居者生活介護 20,962 4,643,350,136 4,072,657,647 556,354,692 14,337,797
居　宅　介　護　支　援 191,722 2,522,169,618 2,522,169,618 0 19,776,939
施　設　サ　ー　ビ　ス 53,797 18,286,948,677 15,589,324,666 2,541,509,514 156,114,497
市 町 村 特 別 給 付 24 139,230 125,307 13,923 0

合　　　計 823,828 53,314,045,213 46,801,575,358 5,801,954,809 730,291,985

（平成30年4月審査分）

※件数の合計に食事療養費は含まない　※日数の合計に調剤・食事療養費は含まない

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率
人 件 日 円 円 円 ％

入　院 58,150 864,343 31,763,238,780 546,229 29,994 5.49
入院外 1,407,622 2,396,553 21,777,150,240 15,471 20,564 132.92
歯　科 243,187 455,042 3,311,228,890 13,616 3,127 22.96

1,058,970 小　　　計 1,708,959 3,715,938 56,851,617,910 33,267 53,686 161.38
調　　　剤 1,073,624 1,342,594 14,496,242,700 13,502 13,689
訪 問 看 護 4,588 32,260 362,603,970 79,033 342
食事療養費 54,305 2,078,846 1,407,866,629 25,925 1,329
合　　　計 2,787,171 3,748,198 73,118,331,209 26,234 69,047

診
療
費

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率
人 件 日 円 円 円 ％

入　院 58,632 929,483 33,782,695,820 576,182 31,778 5.52
入院外 1,499,581 2,655,106 23,928,753,980 15,957 22,509 141.06
歯　科 261,032 506,130 3,669,346,260 14,057 3,452 24.55

1,063,096 小　　　計 1,819,245 4,090,719 61,380,796,060 33,740 57,738 171.13
調　　　剤 1,145,082 1,466,872 16,156,382,410 14,109 15,197
訪 問 看 護 4,906 37,829 424,396,620 86,506 399
食事療養費 55,072 2,232,750 1,513,197,867 27,477 1,423
合　　　計 2,969,233 4,128,548 79,474,772,957 26,766 74,758

診
療
費

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率
人 件 日 円 円 円 ％

入　院 55,399 873,182 32,007,052,050 577,755 29,972 5.19
入院外 1,468,048 2,558,120 22,849,057,450 15,564 21,396 137.47
歯　科 256,362 489,904 3,567,298,410 13,915 3,340 24.01

1,067,908 小　　　計 1,779,809 3,921,206 58,423,407,910 32,826 54,708 166.66
調　　　剤 1,120,977 1,417,356 14,647,798,860 13,067 13,716
訪 問 看 護 4,560 33,585 383,494,440 84,100 359
食事療養費 51,844 2,093,126 1,418,860,419 27,368 1,329
合　　　計 2,905,346 3,954,791 74,873,561,629 25,771 70,112

診
療
費

《２月診療分》

《３月診療分》

《４月診療分》
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３
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

10
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

16
日
　
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

17
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

18
日
　
診
療
報
酬
審
査
委
員
会（
〜
23
日
）

（
国
保
会
館
）

18
日
　
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

19
日
　
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
実
施
率
向
上
支
援
事
業
、

生
活
習
慣
病
重
症
化
予
防
支
援
事
業
実
施
予
定
保
険
者
説
明
会
（
国
保
会
館
）

20
日
　
介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

23
日
　
広
報
委
員
会
 

（
国
保
会
館
）

24
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

25
日
　
神
奈
川
県
在
宅
保
健
師
会「
い
ち
ょ
う
の
会
」役
員
会

（
国
保
会
館
）

１
日
　
平
成
30
年
度
診
療
報
酬
点
数
表
改
定
説
明
会
（
横
浜
市
開
港
記
念
会
館
）

１
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

８
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

11
日
　
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
に
係
る
実
務
担
当
者
説
明
会

（
神
奈
川
県
総
合
医
療
会
館
）

15
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

18
日
　
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

19
日
　
診
療
報
酬
審
査
委
員
会（
〜
24
日
） 

（
国
保
会
館
）

21
日
　
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

22
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

23
日
　
介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会
 

（
国
保
会
館
）               

26
日
　
診
療
施
設
部
会
・
研
修
会
 

（
小
田
原
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
け
や
き
）

4/19　特定健診・特定保健指導実施率向上支援事業、
生活習慣病重症化予防支援事業実施予定保険者説明会

4/23　広報委員会4/25　神奈川県在宅保健師会
「いちょうの会」役員会
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28
日
　
国
保
・
後
期
高
齢
者
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
事
業
説
明
会

（
神
奈
川
県
総
合
医
療
会
館
）

29
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会
 

（
国
保
会
館
）

30
日
　
神
奈
川
県
在
宅
保
健
師
会「
い
ち
ょ
う
の
会
」総
会
・
研
修
会
（
国
保
会
館
）

４
日
　
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
初
任
者
研
修
会

（
神
奈
川
県
総
合
医
療
会
館
）

５
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

12
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

14
日
　
第
三
者
行
為
求
償
事
務
研
修
会（
介
護
保
険
担
当
者
）

（
国
保
会
館
）

15
日
　
介
護
給
付
費
審
査
支
払
業
務
及
び
適
正
化
事
業
保
険
者
研
修
会（

国
保
会
館
）

18
日
　
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

19
日
　
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

19
日
　
介
護
保
険
事
務
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

19
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

20
日
　
診
療
報
酬
審
査
委
員
会（
〜
25
日
）

（
国
保
会
館
）

21
日
　
第
三
者
行
為
求
償
事
務
研
修
会（
国
保
担
当
者
）

（
国
保
会
館
）

22
日
　
介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

26
日
　
保
険
者
事
務
電
算
共
同
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

26
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

28
日
　
神
奈
川
県
在
宅
保
健
師
会「
い
ち
ょ
う
の
会
」役
員
会

（
国
保
会
館
）

28
日
　
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
）シ
ス
テ
ム
部
会

（
国
保
会
館
）

28
日
　
第
三
者
行
為
求
償
事
務
研
修
会（
後
期
高
齢
者
医
療
担
当
者
）（
国
保
会
館
）

6/15　介護給付費審査支払業務
及び適正化事業保険者研修会

6/14　第三者行為求償事務研修会
（介護保険担当者）

5/11　国保総合システムに係る
実務担当者説明会

5/26　診療施設部会5/30　神奈川県在宅保健師会
「いちょうの会」総会・研修会
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4日 運営協議会 神奈川県国保会館
11日 広報委員会 神奈川県国保会館
17日 理事会 神奈川県国保会館
20日 国保・後期高齢者医療徴収マネジメント 神奈川県国保会館

トップセミナー（神奈川県と共同実施）　　　　
30日 通常総会（予定） 神奈川県国保会館

1日 神奈川県都市国保連絡協議会・都市部会　 座間市役所
7日 町村部会 神奈川県国保会館
20日 組合部会 神奈川県国保会館
22日 全国市町村国保主管課長研究協議会 日本青年館ホール
23日 「健康なまちづくり」シンポジウム 日本青年館ホール　　　

13日 国保料（税）徴収実務初任者研修会 神奈川県国保会館（予定）
（神奈川県と共同実施）

7月

8月

9月

今
年
度
か
ら
、こ
の
機
関
誌
も
本
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
企

業
広
告
も
掲
載
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
号
で

は
、
３
社
の
企
業
が
参
加
し
て
い
た
だ
け
た
。
雰

囲
気
が
だ
い
ぶ
変
わ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

梅
雨
の
季
節
、
ジ
ト
ジ
ト
す
る
し
、
足
元
が

濡
れ
る
し
、
気
分
も
い
ま
ひ
と
つ
と
、
憂
鬱
な

時
期
だ
。

で
も
、
雨
の
中
で
見
る
花
、
た
と
え
ば
ア
ジ
サ

イ
や
菖
蒲
は
な
か
な
か
風
情
が
あ
り
、思
わ
ず
カ

メ
ラ
を
向
け
て
し
ま
う
。

あ
じ
さ
い
寺
と
し
て
有
名
な
と
こ
ろ
は
全
国

各
地
に
存
在
す
る
だ
ろ
う
。ア
ジ
サ
イ
の
原
産
国

は
日
本
ら
し
い
。
花
言
葉
と
い
う
と
、「
移
り
気
」

と
い
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
花
言
葉
が
浮
か
ぶ
が
、

こ
れ
は
、土
の
成
分
に
よ
っ
て
花
の
色
が
変
わ
る

た
め
。
青
色
の
ア
ジ
サ
イ
は
「
辛
抱
強
い
愛
」
と

い
う
花
言
葉
で
、偉
大
な
母
親
へ
贈
る
の
に
良
い

と
し
て
、
近
年
は
「
母
の
日
」
の
贈
り
物
と
し
て

人
気
が
あ
る
ら
し
い
。

花
が
周
辺
部
だ
け
額
縁
の
よ
う
に
咲
く
こ
と

か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
、
額
ア
ジ
サ
イ
が
好
き
で
、

自
宅
に
あ
る
も
の
は
、
丈
が
伸
び
る
と
、
適
当
に

切
っ
て
し
ま
う
た
め
か
、
花
が
な
か
な
か
つ
か

ず
、緑
の
葉
ば
か
り
が
目
立
つ
淋
し
い
も
の
に
な

っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
け
れ
ど
、
園
芸
の
本
な
ど

参
考
に
し
、
今
年
は
、
去
年
よ
り
花
の
数
が
少
し

増
え
て
嬉
し
か
っ
た
。

通
り
す
が
り
の
家
や
公
園
な
ど
き
れ
い
に
咲

き
誇
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
つ
け
る
と
、い
つ
か

は
我
が
家
で
も
こ
れ
く
ら
い
咲
き
ま
す
よ
う
に

と
願
っ
て
し
ま
う
。

伝言板
特定健診受診率向上を目的とした、各広報事業を実施中 !!

■新聞広告　　掲載サイズ：半3段
●読売新聞（神奈川県版）
掲載日：6月13日（朝刊）

●神奈川新聞（全県版）
掲載日：6月13日（朝刊）・7月13日（朝刊）予定

8月11日（朝刊）予定

■FMヨコハマフリーペーパー広告
●「84.7NAVI vol.11」　発刊日：7月16日

■ラジオ放送
〈20秒スポットCM〉
● FMヨコハマ　（2回／日）
放送日：6月14日～18日（全10回）

7月13日～17日（全10回）
8月11日～15日（全10回）　

●ニッポン放送　（２回／日）
放送日：6月13日～17日（全10回）

7月12日～16日（全10回）
8月10日～14日（全10回）　　　　

〈60秒　生CM〉
● FMヨコハマ
放送日：6月14日（全1回）・7月17日（全1回）

●ニッポン放送
放送日：6月15日（全1回）・7月11日（全1回）

● H30年度 6月～8月に実施します。詳しくは本会HPをご覧ください。●



今回ご紹介する機器は…

「 体 組 成 計 」
生体電気インピーダンス法※を利用して体脂肪量・除脂肪量・筋肉
量・基礎代謝量・身体年齢・腹部肥満等を測定します。

本会では国保保険者の皆さまを対象に（※）健康測定機器等の貸出事業を無償でおこな
っております。健康まつり、健康教育等の機会で是非ご活用ください。
※国保主管課及び保健師主管課のみ対象です。

※生体電気インピーダンス法とは、人体
に無害な微弱電流を流し、人体の構成
成分による電気抵抗から体内成分を分
析する方法です

測定 本会職員M･Kさん
が測定 !!

■体脂肪率：体重に対する体脂肪量の比率（％）
区分 低脂肪 正　常 過脂肪 肥　満 高度肥満
男性 15％未満 15～＜20％ 20～＜25％ 25～＜30％ 30％以上
女性 20％未満 20～＜30％ 30～＜35％ 35～＜40％ 40％以上

想像以上の体脂肪率でショ
ックでした。運動をもっとし
て次回リベンジしたいと思い
ます！

● 体験者の感想 ●

結果
項　　目 測定値
体脂肪率 17.3％
筋 肉 量 48.8kg

●お申し込み●
国保連合会ホームページ『国保保険者のみなさまへ』から「健康測定機器等の貸出状況」
で空き状況を確認し、国保連合会保健事業係に電話で仮予約をおこなってください。
（『国保保険者のみなさまへ』にはＩＤ・パスワードが必要です）

ホームページアドレス　

お問い合わせ先
保健事業課　保健事業係　045-329-3462（直通）
Ｅメールアドレス　hoken@kanagawa-kokuho.or.jp

大丈夫かなぁ‥‥
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